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足
立
区
政
ニ
ユ
ー
ス

発
刊
に
際
し
て

区
長
　大
山
雅
二

私
が
い
つ
も
申
上
る
「
住
よ
い
区

」
の
建
設
は
区
議
会
と
区
民
と
区

当
局
と
が
よ
り
よ
く
区
の
現
状
と

区
政
の
方
向
と
を
知
悉
し
御
互
に

協
力
推
進
す
る
こ
と
に
そ
の
成
否

が
懸
つ
て
ゐ
る
と
思
考
い
た
す
の

で
あ
り
ま
す
。
然
し
現
在
動
も
す

る
と
こ
の
区
政
に
対
す
る
認
識
を

欠
き
又
甚
し
き
は
曲
解
せ
る
向
も

多
々
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
何
も
根
本
を
き
わ
め
ず
し
て

徒
ら
に
枝
葉
未
節
の
み
と
ら
は
れ

る
事
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は
区
の
下
部
組
織
の
弱
体
や

協
力
団
体
等
の
解
散
に
よ
る
こ
と

が
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
区
と
し
て
も
何

か
周
知
の
方
法
を
考
え
て
ま
い
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
未
だ
に
適
当

な
案
も
浮
ば
な
い
の
で
と
り
あ
え

ず
区
は
一
人
で
も
多
く
の
人
に
区

政
の
在
方
の
方
向
を
御
認
識
願
う

為
に
区
政
ニ
ユ
ー
ス
を
新
に
発
行

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
勿

論
区
民
に
知
つ
て
い
た
だ
く
事
項

を
や
は
ら
か
く
又
わ
か
り
易
く
記
述

す
る
よ
う
心
が
け
た
い
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
が
何
を
申
し
ま
し

て
も
事
柄
が
事
柄
で
あ
り
ま
す
の

で
無
味
乾
燥
で
あ
つ
た
り
わ
か
り

に
く
か
つ
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
ど
お
か
が
ま
ん

を
し
て
通
読
し
御
理
解
と
認
識
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

祖
国
の
敗
れ
ま
し
た
悲
み
の
な
か

に
も
再
建
日
本
の
よ
ろ
こ
び
が
あ

り
ま
す
。
政
治
経
済
教
育
社
会
等

凡
ゆ
る
方
面
に
亘
つ
て
一
大
革
新

が
行
は
れ
又
行
は
れ
ん
と
し
て
ゐ

ま
す
。
殊
に
我
国
政
治
が
民
主
化

に
方
向
づ
け
ら
れ
地
方
分
権
の
強

化
即
ち
地
方
自
治
権
の
尊
重
と
地

方
行
政
の
民
主
化
の
為
新
憲
法
に

地
方
自
治
の
一
章
が
設
け
ら
れ
我

々
に
力
強
い
希
望
と
よ
ろ
こ
び
を

与
え
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
我
区
も
地

方
自
治
法
に
於
て
特
別
区
と
し
て

市
同
様
の
権
能
を
認
め
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
が
然
し
法
令
は
特
別

区
に
対
し
未
だ
直
接
多
く
の
制
約

を
附
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
都

の
行
政
と
一
体
性
を
有
す
る
と
言

う
こ
と
で
都
の
や
り
か
た
に
於
て

も
不
合
理
な
数
々
が
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
例
へ
ば
都
条
例
を
以
つ

て
区

の
事
務
事
業
に
制
約
が
附

せ
ら
れ
て
ゐ
る
等
で
あ
り
ま
し
て

こ
れ
で
は
折
角
の
強
力
な
区
政
も

困
難
と
相
成
り
ま
す
の
で
区
政
の

根
本
問
題
と
し
て
新
自
治
法
が
施

行
以
来
区
会
と
一
体
に
な
つ
て
地

方
自
治
法
の
精
神
に
則
り
大
幅
に

区
に
自
治
権
を
与
へ
ら
れ
る
様
強

力
に
要
請
中
で
あ
り
ま
し
て
近
く

都
区
行
財
政
の
調
整
も
行
は
れ
る

事
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
日
々
の
区
政
に
付
い
て
は
今
後

詳

細
本

紙
に
よ
つ

て
報

道

致
し

た

い
と
思

い
ま
す
。

区
民
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
本

紙
を
通
じ
正
し
き
認
識
と
強
い
協

力
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。

発
行
を
祝
し
て

足
立
区
議
会
議
長

遠

田

漂

治

今
回
、
足
立
区
役
所
に
於
て
、

区
政
ニ
ユ
ー
ス
を
発
刊
す
る
に
至

つ
た
こ
と
は
、
洵
に
慶
賀
に
堪
え

ま
せ
ん
。

地
方
自
治
の
進
展
に
伴
つ
て
、

区
政
も
民
主
的
に
活
動
さ
れ
つ
ゝ

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ニ
ユ
ー
ス
に

よ
つ
て
、
区
政
及
び
区
議
会
の
動

き
が
、
幾
分
な
り
と
も
区
民
各
位

に
報
道
さ
れ
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ

り
喜
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
如
く
区
財
政
の
逼
迫

と
諸
種
の
事
情
よ
り
、
足
立
区
議

会
に
於
て
も
不
本
意
な
が
ら
、
充

分
な
る
活
動
が
出
来
ぬ
こ
と
を
遺

憾
に
存
じ
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま

す
が
、
民
主
区
議
会
に
辱
ず
か
し

か
ら
ぬ
や
う
理
事
者
と
渾
然
一
体

と
な
つ
て
区
政
に
邁
進
致
し
て
居

る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、
区
政
及
び
区
議
会
に

充
分
な
る
御
理
解
と
御
支
援
を
賜

り
、
よ
り
活
発
に
運
行
出
来
ま
す

る
や
う
偏
へ
に
御
願
申
上
げ
蕪
辞

を
述
べ
発
刊
の
祝
辞
と
致
し
ま
す

( 10 月
5

日
)

皆
さ
ん
!

再
建
日
本

の
た
め
に

可
愛
い
我
が
子

の
た
め
に

真
に
立
派
な

教

育

委

員
を

選
び
ま
し
よ
う

都 教 育 委 員 選 挙

祝創刊
足
立
区

議
会

副

議

長

金

子

重

吉

足
立
区
議
会

議

員

伊

藤

鶴

藏

〃
　
　
　
　
　

森

敬

之

助

〃
　
　
　
　
　

藤

來

勇

〃
　
　
　
　
　

荻

原

卯

助

〃
　
　
　
　
　

中

川

直

次

郞

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

英

武

〃
　
　
　
　
　
鯨
岡
兵
輔

〃
　
　
　
　
　
石
井
平
彌

〃
　
　
　
　
　

大

石

副

馬

〃
　
　
　
　
　

日
比
谷

竹
次
郞

〃
　
　
　
　
　

鴨

下

林

藏

〃
　
　
　
　
　

遠

峰

富

次

〃
　
　
　
　
　

疋

田

傳

八

〃
　
　
　
　
　

新

關

正

應

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

次

夫

〃
　
　
　
　
　

吉

澤

重

次

郞

〃
　
　
　
　
　

野

澤

冬

藏

〃
　
　
　
　
　

畑

三

郞

〃
　
　
　
　
　

内

藤

寅

三

郞

〃
　
　
　
　
　

千

明

正

好

〃
　
　
　
　
　

大

川

正

一

〃
　
　
　
　
　

阿
出
川

信

孝

〃
　
　
　
　
　

小

宮

信

三

〃
　
　
　
　
　

中

山

元

一

〃
　
　
　
　
　

永

井

一

巳

〃
　
　
　
　
　

田

幡

義

雄

〃
　
　
　
　
　

小

川

寅

一

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

傳

一

〃
　
　
　
　
　

三

澤

新

太

郞

〃
　
　
　
　
　

鈴

木

七

郞

〃
　
　
　
　
　

荒

井

甚

兵

衛

〃
　
　
　
　
　
淺
古
幸
藏

〃
　
　
　
　
　

佐
久
間

治
衛
武

〃
　
　
　
　
　

宮

入

五

郞

〃
　
　
　
　
　

中

神

房

穗

監
査
委
員
　〃
松

岡

士

富

区
議
会
議
員
　
島
崎
正
治
郞

〃
　
　
　
　
　

江

川

長

吉

〃
　
　
　
　
　

丸
岡
光
一
郞

〃
　
　
　
　
　
岡

本

祐

海

〃
　
　
　
　
　

淸

水

丑

政

〃
　
　
　
　
　

大
神
田

貞

英

監
査
委
員
　
　寺

島

榮

次
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選挙

都
教
育
委
員
選
挙

近
づ

く

教
育
が
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
全
体
に
対
し
直
接

に
責
任
を
負
つ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
に
、
公

正
な
民
意
に
よ
り
、
地
方
の
実
情
に
即
し
た
教
育
行
政
を
行
う
た
め
教

育
委
員
会
を
設
け
、
教
育
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
途
と
し

て
「
去
る
七
月
十
五
日
公
布
さ
れ
た
教
育
委
員
会
法
に
基
き
、
来
る
十

月
五
日
選
挙
が
行
は
れ
る
」
が
委
員
の
数
は
七
名
で
、
内
一
名
は
都
議

会
議
員
の
う
ち
か
ら
議
会
が
こ
れ
を
選
挙
す
る
。

都
教
育
委
員
会
委
員
の
選
挙
に

つ
い
て
は
都
議
会
議
員
の
選
挙
権

又
は
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、

都
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
権

又
は
被
選
挙
権
が
あ
る
。

委
員
の
任
期
は
議
会
か
ら
選
挙

さ
れ
る
委
員
は
議
員
の
任
期
中
で

あ
る
が
、
一
般
選
挙
に
よ
つ
て
選

挙
さ
れ
る
委
員
の
任
期
は
四
年
で

、
う
ち
半
数
は
二
年
目
毎
に
選
挙

す
る
半
数
交
替
制
で
あ
る
。

立
候
補
に
は
供
託
金
は
要
ら
な

い
が
、
六
十
人
以
上
の
有
権
者
の

署
名
を
得
て
、
そ
の
代
表
者
か
ら

選
挙
長
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。

な
お
各
区
毎
に
地
方
委
員
会
も

設
置
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方

は
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
ま

で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
差
当

り
都
の
教
育
委
員
の
選
挙
の
み
を

行
う
わ
け
で
あ
る
。

申
告
は
し
ま
し
た
か

本
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
明
年

十
二
月
十
九
日
ま
で
に
行
は
れ
る

す

べ
て
の
選
挙
に
用

い
ら

れ
る
選

挙
人
名
簿
は
九
月
十
五
日
で
つ
く

ら
れ
ま
す
。
(

十
月
五
日
の
都
教

育
委
員
の
選
挙
に
は
使
用

い
た
し

ま
せ
ん
)

選
挙
権
は
あ
つ

て
も
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
選
挙

日
に
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
。投

票
は
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
ゐ
る
者
に
よ
つ
て
=
選
挙
人

名
簿
は
申
告
か
ら
=
一
人
も
洩
れ

な
く
申
告
す
る
よ
う
に

◎
こ
の
申
告
に
あ
て
は
ま
る
方

は
、

一
、
本
年
九
月
十
五
日
現
在
で

引
続
き
東
京
都
の
二
十
三

区
に
六
ケ
月
以
上
お
住
い

に
な
つ
て
ゐ
る
方
で
。

二
、
本
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

に
満
二
十
歳
(
昭
和
三
年

十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
)
以
上
の
日
本

国
民
の
男
女
で
す
。

注
意

イ
、
旅
行
中
や
未
復
員
の
た
め

調
査
の
日
に
御
不
在
の
方

に
つ
い
て
も
、
そ
の
留
守

宅
の
責
任
者
が
そ
の
人
の

分
を
お
忘
れ
な
く
申
告
し

て
下
さ
い
。

ロ
、
転
入
未
許
可
の
方
も
現
実

に
お
住
い
に
な
つ
て
ゐ
る

方
は
申
告
し
て
下
さ
い
。

ハ
、
申
告
書
用
紙
は
九
月
一
日

か
ら
区
役
所
の
各
出
張
所

で
差
上
け
て
居
り
ま
す
。

な
お
十
月
五
日
執
行
の
都
教
育

委
員
会
委
員
の
選
挙
に
は
昨
年

九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た

選
挙
人
名
簿
と
今
度
別
に
調
製

す
る
臨
時
選
挙
人
名
簿
と
を
使

用
し
て
選
挙
を
行
い
ま
す
。

従
つ
て
こ
ゝ
に
言
う
と
こ
ろ
の

選
挙
人
名
簿
は
今
年
の
選
挙
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

緑
地
地
域
決
る

東
京
都
で
は
、
人
口
、
住
宅
の
無

制
限
増
加
を
避
け
都
心
の
周
辺
に

野
菜
、
其
の
他
、
食
糧
の
自
給
地

域
を
保
存
す
る
た
め
、
八
月
十
五

日

、
廿
三
区
周
辺
に
特
別
都
市
計

画
法
第
三
条
に
よ
つ
て
「
緑
地
地

域
」
を
指
定
し
た
。

該
当
地
域
は
、
江
戸
川
、
足
立
、

練
馬
の
大
部
分
と
葛
飾
。
板
橋
、

杉
並
、
世
田
谷
、
大
田
の
一
部
な

ど
都
心
に
遠
い
地
区
に
当
り
。
合

計
五
千
四
百
四
拾
八
萬
坪
で
廿
三

区
全
面
積
の
約
三
十
二
%
に
当
る

。
こ
れ
は
、
既
に
都
で
買
収
し
た

焼
跡
の
緑
地
と
は
別
な
も
の
で
、

こ
の
指
定
に
よ
つ
て
本
区
で
も
、

堤
北
の
約
半
分
を
指
定
さ
れ
た
。

此
の
指
定
地
域
は
今
後
知
事
の
認

可
に
よ
る
次
の
建
築
物
以
外
は
、

新
築
、
再
築
、
移
築
増
築
、
等
を

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

一
、
農
業
、
林
業
、
畜
産
業
、
水

産
業
、
を
営
む
者
の
業
務
、

又
は
、
住
居
の
た
め
に
建
築

す
る
も
の
。

二
、
公
園
、運
動
場
の
類
の
施
設

に
附
随
し
て
建
築
す
る
も
の

三
、
一
戸
建
及
び
二
戸
建
住
宅
、

日
常
生
活
に
必
要
な
店
舗
の

類
な
ど
敷
地
面
積
の
十
分
の

一
を
超
え
な
い
も
の
。

な
ほ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
時
は
、

撤
去
さ
せ
る
事
が
出
来
る
が
、
こ

の
制
限
は
、
八
月
十
五
日
現
在
で

建
築
工
事
中
の
も
の
、
及
び
、
既

に
建
築
許
可
申
請
の
出
て
ゐ
る
も

の
及
び
、
知
事
が
別
の
定
を
し
た

も
の
は
制
限
を
受
け
な
い
。

尚
、
本
区
に
於
て
指
定
を
受
け
た

町
は
、

六
木
町
、神
明
町
、
佐
野
町
、
内

匠
町
、
内
匠
本
町
、
東
加
平
町
、

上
谷
中
町
、
下
谷
中
町
、
辰
沼
町

、
伊
藤
谷
東
町
、
北
三
谷
町
、
普

賢
寺
町
、
花
畑
町
、
保
木
間
町
、

竹
ノ
塚
町
、
六
月
町
、
伊
興
町
、

舎
人
町
、
六
町
、
加
賀
皿
沼
町
、

谷
在
家
町
、
上
沼
田
町
、
北
堀
之

内
町
、
北
鹿
浜
町
、
高
野
町
、
本

木
町
四
、
五
丁
目
、
北
宮
城
町
の

全
地
域
、
及
び

大
谷
田
町
、
蒲
原
町
、
五
兵
衛
町

、
西
加
平
町
、
東
島
根
町
、
東
栗

原
町
、
島
根
町
、
栗
原
町
、
西
新

井
町
、
下
沼
田
町
、
興
野
町
、
伊

興
町
前
沼
の
一
部
地
域
等
で
あ
る
。

戦

災

者

建
物
疎
開
者

皆
様
へ

戦
災
者
並
び
に
建
物
疎
開
者
の
皆

様
、
も
う
あ
な
た
方
の
家
は
建
ち

ま
し
た
か
、
家
は
建
て
た
い
が
土

地
が
な
い
と
困
つ
て
ゐ
る
方
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
又
も
と
居
た
焼
け

跡
や
疏
開
跡
に
家
を
建
て
た
い
と

望
ん
で
ゐ
る
方
も
ゐ
る
で
せ
う
。

罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法

は
、
そ
う
い
つ
た
方
々
の
た
め
に

出
来
た
法
律
で
す
。
ま
だ
此
の
法

律
を
知
ら
な
い
お
方
は
九
月
十
四

日
迄
に
区
役
所
建
築
課
に
相
談
所

が
設
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
御
利
用

下
さ
い
。

当
区
に
軍
政
部

読
書
室
開
か
る

さ
き
に
読
書
室
開
設
に
つ
い
て
は

東
京
軍
政
部
ホ
ツ
ク
ス
少
佐
の
熱

心
な
る
指
導
に
よ
り
計
画
中
で
あ
っ

た
が
千
住
元
町
区
立
第
三
中
学

校
内
に
こ
の
程
完
成
し
去
九
月
九

日
午
後
三
時
よ
り
軍
政
部
ホ
ツ
ク

ス
少
佐
の
来
臨
を
得
て
大
山
区
長

始
め
名
士
多
数
参
列
の
下
に
定
刻

開
館
式
を
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

来
臨
の
ホ
ツ
ク
ス
少
佐
は
当
読
書

室
は
都
内
十
三
ケ
所
の
既
設
の
読

書
室
の
内
容
と
優
秀
で
あ
る
と
絶

称
さ
れ
特
に
同
少
佐
秘
蔵
の
図
書

を
多
数
読
書
室
の
た
め
寄
贈
さ
れ

大
い
に
区
の
面
目
を
施
し
た
。

因
に
同
読
書
室
に
は
軍
政
部
の
好

意
に
よ
る
同
国
近
刊
図
書
約
五
〇

〇
冊
が
備
付
ら
れ
一
般
の
利
用
を

要
望
さ
れ
て
ゐ
る
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区議会通信

本

会

議

八
月
十
八
日
招
集
の
第
四
回
区
議
会
(
定
例
会
)
は
当
日

議
長
欠
席
の
為
副
議
長
が
代
行
し
午
後
四
時
十
分
区
議
事

堂
に
開
会
、
監
査
委
員
の
例
月
出
納
検
査
報
告
監
査
委
員

の
例
月
出
納
検
査
報
告
に
次
い
で
総
務
、
財
務
、
教
育
各

委
員
長
よ
り
夫
々
常
任
委
員
会
の
審
議
経
過
に
関
す
る
報

告
の
後
日
程
に
入
り

一
、
議
案
第
二
十
号
　
東
京
都
足
立
区
立
保
育
園
設
置
条
例
制
定
の
件

一
、
議
案
第
二十
一
号
　
東
京
都
足
立
区
立
保
育
園
使
用
条
例
制
定
の
件

一
、
議
案
第
二十
二
号
　
東
京
都
足
立
区
議
事
堂
使
用
条
例
制
定
の
件

一
、
議
案
第
二
十
三号
　
東
京
都
足
立
区
特
別
区
税
条
例
改
正
の
件

一
、
議
案
第二
十
四号
　
上
沼
田
町
一
部
下
沼
田
町
へ
編
入
の
件

一
、
議
案
第
二十
五
号
　
本
木
町
六
丁
目
の
町
名
変
更
の
件

一
、
議
案
第
二十
六号
　
一
時
借
入
金
借
入
の
件

一
、
議
案
第
二十
七号
　
昭
和
二
十
三
年
度
東
京
都
足
立
区
歳
入
歳
出
追

加
予
算

を
原
案
通
り
可
決
し
次
ぎ
に

一
、
教
育
委
員
会
法
に
基
づ
く
本
区
委
員
の
選
挙
施
行
期
日
に
関
す
る

件

を
上
程
、
採
決
の
結
果
本
年
は
そ
の
選
挙
を
施
行
せ
ぬ
こ
と
に
決
定
午

後
六
時
十
分
閉
会

議
員
協
議

会

八
月
十
八
日
午
前
十
時
十
五
分
よ

り
区
議
事
堂
に
開
会
、
区
長
よ
り

区
政
に
関
す
る
一
般
報
告
の
後
栗

原
小
学
校
増
築
に
関
し
理
事
者
説

明

、
議
員
よ
り
質
疑
応
答
あ
つ
て

条
件
付
承
認
と
な
る
、
次
い
で
議

題
に
入
り
左
の
案
件
を
審
議
午
後

三
時
五
十
五
分
閉
会

一
、
昭
和
二
十
三
年
度
東
京
都
足

立
区
歳
入
歳
出
追
加
予
算
に

つ
い
て

二
、
昭
和
二
十
三
年
第
四
回
区
議

会
(
定
例
会
)
提
出
案
件
に

つ
い
て

常
任
委
員
会

総

務

財

務

合
同
委
員
会

(
1
)
七
月
三
十
一
日
午
前
九
時
よ

り
区
議
事
堂
に
開
会
、
合
同

委
員
長
選
任
の
結
果
総
務
委

員
長
が
当
選
直
ち
に
議
事
に

入
り
左
の
案
件
を
審
議
何
れ

も
原
案
通
り
承
認
午
後
二
時

三
十
五
分
閉
会

一
、
保
育
園
設
置
条
例
に
つ

い
て

二
、
保
育
園
使
用
条
例
に
つ

い
て

三

、
町
区
域
変
更
に
つ
い
て

四

、
一
時
借
入
金
借
入
に
つ

い
て

(
2
)
八
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
区

議
会
委
員
会
室
に
開
会
、
合

同
委
員
長
選
任
の
結
果
財
務

委
員
長
が
当
選
直
ち
に
議
事

に
入
り
左
の
案
件
を
審
議
原

案
通
り
承
認
す
る

一
、
足
立
区
特
別
区
税
条
例

改
正
に
つ
い
て

二
、
昭
和
二
十
三
年
度
東
京

都
足
立
区
歳
入
歳
出
追

加
予
算
に
つ
い
て

〔
教
育
委
員
会
〕

八
月
十
四
日
午
前
九
時
よ
り
議

会
委
員
室
に
開
会
、
栗
原
小
学

校
増
築
に
つ
い
て
区
長
よ
り
説

明
あ
つ
て
審
議
の
結
果
委
員
会

と
し
て
は
補
強
工
作
其
の
他
の

条
件
を
付
し
て
一
応
之
を
諒
承

す
る
こ
と
に
決
定
次
い
で
当
日

の
議
事
に
入
り
左
の
通
り
決
定

一
、
昭
和
二
十
三
年
度
割
当
教

室
に
つ
い
て
　
原
案
承
認

二
、
足
立
区
小
学
校
新
築
に
関

す
る
陳
情
書
　

委
員
会

と
し
て
採
択

〔
厚
生
委
員
会
〕

八
月
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
区

議
会
委
員
会
室
に
開
会
、
理
事

者
よ
り
所
管
事
項
に
関
す
る
報

告
の
後
左
の
案
件
に
つ
い
て
審

議
午
後
四
時
十
分
閉
会

一
、
小
台
町
都
営
浴
場
建
設
経

過
に
つ
い
て

二
、
五
反
野
保
育
園
敷
地
に
つ

い
て

三
、
北
陸
地
方
震
災
義
捐
金
に

つ
い
て

〔
経
済
委
員
会
〕

八
月
四
日
午
前
八
時
三
十
分
よ

り
区
内
稲
作
状
況
に
つ
い
て
実

地
調
査
を
行
つ
た

〔
土
木
委
員
会
〕

七
月
三
十
日
午
前
八
時
三
十
分

よ
り
区
内
道
路
及
び
橋
梁
に
つ

い
て
実
地
調
査
を
行
つ
た

保
育
園
の
開
設

働
く
婦
人
へ
の
福
音

働
き
た
い
が
手
足
ま
と
ひ
の
こ
の

子
が
ゐ
て
は
ね
“
何
処
か
あ
づ
け

る
所
は
な
い
か
知
ら
”
と
イ
ン
フ

レ
ー
下
是
が
非
で
も
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
家
庭
婦
人
の
悩
み
は

日
一
日
と
そ
の
度
を
増
す
の
現
状

に
あ
る
が
、

今
度
本
区
で
は
こ
の
働
く
婦
人
の

悩
み
を
解
消
し
安
ん
じ
て
仕
事
に

励
ん
で
い
た
ゞ
く
や
う
子
供
さ
ん

を
お
あ
づ
か
り
す
る
保
育
園
を
九

月
初
め
か
ら
開
設
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

働
く
区
民
の
皆
様
が
ど
し
ど
し
こ

の
保
育
園
を
利
用
し
て
下
つ
て
安

ん
じ
て
仕
事
に
精
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

尚
保
育
園
は
左
の
通
り
、

千
住
保
育
園

千
住
元
町
三
二
番
地

旧
千
住
愛
育
園
跡

本
木
保
育
園

本
木
町
三
丁
目
二
三
五
二
番
地

本
木
民
生
館
に
併
設

こ
の
外
五
反
野
保
育
園
を
十
月

頃
か
ら
開
設
す
る
予
定
で
あ
り

、
目
下
建
築
工
事
中
で
あ
り
ま

す
。

配
給
用
通
帳
を

大
切
に
し
ま
し
よ
う

最
近
家
庭
配
給
用
の
通
帳
や
、
切

符
が
新
し
く
発
行
さ
れ
ま
し
た
が

、
こ
れ
等
は
全
国
共
通
に
な
つ
た

こ
と
や
自
由
に
店
舗
を
選
ん
で
購

入
出
来
る
様
に
な
つ
た
も
の
が
あ

る
の
で
現
金
と
同
様
再
発
行
が
出

来
な
い
で
現
金
以
上
の
大
切
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
大
切
だ
と
言

つ
て
現
金
と
一
緒
に
し
て
置
く
と

泥
棒
に
盗
ま
れ
た
り
「
ハ
ン
ド
バ
ツ

ク
」
等
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て

ゐ
る
と
「
ス
リ
」
や
「
追
は
ぎ
」

に
奪
れ
ま
す
。
既
に
そ
の
よ
う
な

方
の
届
出
が
あ
り
ま
す
。

保
管
場
所
は
各
自
の
工
夫
で
絶
対

に
紛
失
し
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
よ
う
。

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖

御
用
心
!
　

御
用
心
!

幻

灯

機

お
貸
致
し
ま
す

国
の
将
来
は
、
現
在
の
児
童
に
よ

つ
て
決
る
、
こ
の
た
め
に
は
何
を

置
い
て
も
児
童
福
祉
の
増
進
が
深

く
考
え
ら
れ
、
方
策
が
講
じ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
意
味
で
本
区
で
は
兼
ね
て
よ

り
児
童
の
教
養
慰
楽
並
に
社
会
公

共
の
福
祉
の
た
め
幻
灯
機
の
無
料

貸
出
し
を
実
施
し
一
般
児
童
よ
り

絶
賛
を
拍
し
つ
ゝ
あ
る
が
今
回
更

に
新
し
く
幻
灯
機
三
台
と
フ
イ
ル

ム
三
〇
巻
を
購
入
し
て
一
層
皆
様

方
の
御
期
待
に
添
ふ
こ
と
に
な
つ

た
。

今
後
団
体
と
個
人
と
を
問
は
ず
ど

し
ど
し
御
利
用
下
さ
る
や
う
お
願

ひ
す
る
。

尚
希
望
の
向
き
は
民
生
課
ま
で

早
や
目
に
申
込
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
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裏
門
堰
排
水
場

完
成
近
し
!
!

降
雨
毎
に
浸
水
に
お
び
や
か
さ
れ

る
吾
が
足
立
区
は
今
年
も
先
般
来

襲
の
ア
イ
オ
ー
ン
台
風
の
余
波
を

受
け
九
月
十
五
日
十
六
日
の
豪
雨

で
又
浸
水
の
大
惨
禍
を
蒙
り
甚
大

な
る
被
害
を
蒙
つ
た
。

永
年
の
懸
案
事
業
で
あ
り
且
又
之

れ
の
完
成
を
一
日
千
秋
の
想
い
で

待
望
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
裏
門
堰
排
水

場
も
愈
々
完
成
一
歩
手
前
に
あ
る

が
目
下
残
部
工
事
の
促
進
に
懸
命

の
努
力
を
払
は
れ
て
ゐ
る
。

此
の
工
事
は
都
が
一
昨
年
十
二
月

中
止
中
の
工
事
を
再
開
し
現
下
の

「
イ
ン
フ
レ
」
に
総
ゆ
る
悪
条
件

を
克
服
し
数
百
万
円
の
工
費
を
投

じ
完
成
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
る
も
の
で

今
年
五
月
に
は
竣
工
す
る
も
の
と

一
応
予
定
さ
れ
て
あ
つ
た
が
幾
多

の
隘
路
障
壁
の
た
め
工
事
進
捗
を

阻
害
さ
れ
現
在
に
至
り
惜
し
く
も

今
回
の
豪
雨
に
は
排
水
場
の
使
命

を
果
す
事
が
出
来
な
か
つ
た
が
之

れ
が
竣
工
の
暁
は
其
の
性
能
を
充

分
発
揮
し
て
五
反
野
、
末
広
町
、

梅
田
町
等
堤
北
一
円
の
広
範
な
る

底
湿
地
帯
の
悪
水
排
除
に
偉
大
な

る
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

御
存
知
で
す
か

新
し
い
家
が
借
り
ら
れ
ま
す

東
京
都
で
は
都
営
住
宅
建
設
敷
地

を
次
の
よ
う
な
条
件
で
求
め
て
ゐ

ま
す
。

一
、
一
区
画
五
百
坪
以
上
の
土
地

を
都
へ
お
貸
に
な
れ
ば
そ
の

土
地
に
建
つ
た
住
宅
戸
数
の

内
木
造
の
場
合
は
三
割
以
内

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
は
二

割
以
内
を
無
抽
籤
で
優
先
お

貸
し
致
し
ま
す
。

二
、
土
地
は
隣
同
志
が
数
人
共
同

で
五
百
坪
以
上
に
ま
と
め
て

も
よ
く
、
こ
の
場
合
は
一
人

平
均
百
七
拾
坪
位
あ
れ
ば
提

供
者
各
人
に
一
戸
宛
優
先
お

貸
出
来
ま
す
。

三
、
土
地
は
借
地
で
も
よ
く
又
地

主
と
借
地
権
者
が
共
同
で
提

供
し
て
も
差
支
へ
あ
り
ま
せ

ん
。

四
、
提
供
さ
れ
た
土
地
に
は
適
正

地
代
を
支
払
ひ
ま
す
。

五
、
新
築
す
る
住
宅
(
木
造
)
は

一
戸
建
(
三
間
)
及
び
二
戸

建
(
二
間
)
で
す
。

六
、
会
社
、
工
場
、
大
商
店
等
が

土
地
を
提
供
し
た
場
合
は
そ

の
提
供
者
が
推
薦
し
た
従
業

員
(
世
帯
持
)
に
優
先
お
貸

し
致
し
ま
す
か
ら
特
に
こ
の

方
面
の
利
用
を
お
勧
め
致
し

ま
す
。

七
、
個
人
が
単
独
又
は
共
同
で
提

供
さ
れ
た
場
合
は
提
供
者
本

人
又
は
提
供
者
の
推
薦
し
た

縁
故
者
に
優
先
お
貸
し
致
し

ま
す
(
い
づ
れ
も
世
帯
者
)

八
、
詳
し
い
こ
と
は
当
区
役
所
建

築
課
に
御
相
談
下
さ
い
。

尚
土
地
と
建
物
の
割
合
は
大
体
土

地
五
十
坪
に
住
宅
一
戸
の
割
合
で

建
設
致
し
ま
す
。

又
都
で
求
め
て
ゐ
る
場
所
は
二
十
三
区
と
立
川
市
、
八
王
子
市
、
武
蔵

野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
希
望
し

ま
す

。

税
金
と
私
達
の
生
活

(一)

今
回
の
区

議
会
で
足
立
区
区
税

条
例
一
部
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た

。
こ
の
機
会
に
足
立
区
民
は

ど
ん
な
税
金
を
納
め

て
居
る
か

、

又
足
立
区
の
お
台
所
を
賄
つ
て
居

る
も
の
は

何
か

、
と
云
ふ
こ
と
を

「
区
税
」

「
都
税

」
「
国
税

」
と

三

つ
に
別
け
て
税
金
と
私
達
の
生

活
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
ひ

ま
す

。

そ
の

一
　

区
税
の
話

私
達
の
足
立
区

が
昨
年
よ
り
新
に

区
税

を
賦

課
徴
収
す
る
様
に
成
り

ま
し

た

。
こ
れ
は
御
承
知
の
様
に

地
方
自
治
法
に
基
く
地
方
公
共
団

体
の
自
立
―
―
何
時
迄
も
中
央
政

府
或
は
都
府
県

に
れ

い
ぞ
く
し

て

ゐ
な
い
で
早
く
一
人
歩
き
の
出
来

る
完

全
な
住
民
の
結
合
団
体
に
成

長
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
云
ふ

地
方
自
治
の

理
想
え
第
一
歩
を
進

め
た
わ
け
で

あ
り
ま
す

。

区
税
の
種
別
は
次
の
通
り
で
す

足
立
区
が
直
接
区
税
と
し

て
賦

課

徴
収
す
る
も
の

と

、
東
京
都
税
に

し
て
一
度
賦
課
徴
収
し
た
も
の
を

再
び
各
区
に
そ
の
人
口

、
財
源
等

の
事
情
を
勘
案
し
て
配
付
さ
れ
る

も
の

と
が
あ
り
ま
す

。
即
ち
直
接

、
間
接
課
徴
形
態
の
二
つ
が
あ
り

ま
し
て

、
後
者
は
こ
れ
を
配
付
税

と
云
い
前

者
は

一
般
に
区
税

と
云

は
れ
て
居
る
も
の
で
、
こ
れ
は
都

税
の
附
加
税
と
区
の
独
自
な
立
場

か
ら
課
税
す
る
こ
と
の
出
来
る
独

立
税
と
に
別
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

税
目
は

一

、
都
税
附
加
税

1
　地
租
附
加
税
(
本
税
と
同
額
)

2
　家
屋
税
附
加
税
(

〃
)

3
　不
動
産
取
得
税
附
加
税

(
課
率
未
定
)

4
　原
動
機
税
附
加
税

本
税
は
目
下
都
議
会
に
て
審

議
中
に
付
課
税
の
適
否
不
明

二
、
独

立

税

1
　特
別
区
民
税
(

後
述
)

2
　
舟
税

(

一
艘
　

五
〇
〇
円

―
―
二
、
四
〇
〇
円
)

3
　
自
転
車
税
(
一
台
二
四
〇
円
)

4
　
荷
車
税
(〃
一
、
八
〇
〇
円

―
―
六
〇
〇
円
）

5
　金
庫
税
(
外
法
体
積
十
立
方

デ
シ
米
に
つ
き
三
〇
円
)

6
　使
用
人
税
(
一
人
五
○
○
円
)

7
　犬
税
(
一
頭
一
、
二
〇
〇
円
)

こ
れ
が
区
税
の
大
要
で
あ
り
ま

す
。

元
来
税
金
は
そ
の
負
担
が
平
等
で

あ
り
且
そ
の
能
力
に
応
じ
て
そ
れ

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
行
政

面
よ
り
見
れ
ば
そ
の
財
政
に
応
じ

て
十
分
な
収
入
を
挙
げ
且
つ
住
民

に
苛
重
な
負
担
で
あ
つ
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
点
よ
り
見
て
現
在
の
足

立
区
の
税
制
は
如
何
で
し
よ
う
か

。大
体
人
の
経
済
的
能
力
は
そ
の

収
入
に
あ
る
の
は
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。そ
し
て
こ
の
担
税
力

を
一
番
端
的
に
は
握
さ
れ
た
も
の

は
そ
の
人
の
所
得
に
対
し
て
賦
課

さ
れ
る
処
の
所
得
税
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
収
益
の
あ
る
処
に
担
税
力

が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
収
益
に
対

す
る
税
金
、例
へ
ば
土
地
家
屋
を

所
有
し
て
居
れ
ば
そ
れ
か
ら
挙
る

収
益
に
課
税
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

第
三
は
物
を
持
つ
て
ゐ
る
人
は
持

つ
て
ゐ
な
い
人
よ
り
担
税
力
が
あ

る
と
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

第
一
の
所
得
に
対
す
る
課
税
は
国

民
と
し
て
の
所
得
税
が
こ
れ
を
全

面
的
に
押
へ
て
居
り
ま
す
が
、こ

の
所
得
額
を
一
部
課
税
標
準
と
し

て
、区
民
税
が
こ
れ
を
と
り
上
げ

て
居
り
ま
す
。区
民
税
は
元
来
住

民
が
そ
の
属
す
る
地
域
的
団
体
の

経
費
分
担
の
精
神
を
持
つ
組
合
費

的
な
も
の
と
さ
れ
て
居
り
ま
し
た

が
、地
方
公
共
団
体
の
経
費
の
増

加
に
従
ひ
そ
の
内
容
に
所
得
税
的

な
色
彩
を
と
り
入
れ
た
も
の
が
現

在
の
区
民
税
で
あ
り
ま
す
。従
て

こ
れ
は
経
済
的
能
力
の
あ
る
人
は

他
の
人
よ
り
多
く
そ
の
経
費
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
二
の
収
益
税
と
し
て
は
地
租

家
屋
税
の
附
加
税
が
あ
り
ま
す
。

第
三
の
財
産
税
的
な
も
の
と
し
て

は
物
件
税
と
し
て
の
自
転
車
税
、

舟
税
、
金
庫
税
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
区
民
と
し
て
も
出
来

る
だ
け
能
力
原
則
、
或
は
社
会
政

策
的
原
則
に
よ
つ
て
居
り
ま
す
が

現
在
の
様
な
高
物
価
時
代
に
於
て

区
の
費
用
の
一
切
を
区
民
で
賄
ふ

為
に
は
勢
い
大
衆
課
税
的
な
方
面

に
迄
そ
の
財
源
を
探
求
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
誠
に
遺

憾
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
然
し
こ

の
困
難
な
世
代
に
生
き
抜
く
為
に

は
皆
様
の
御
協
力
の
下
に
公
民
一

体
と
な
り
あ
ら
ゆ
る
苦
難
を
、
乗

越
へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
存

じ
ま
す
　
(

未
完
)

日
本
脳
炎
終
息

当
区
に
於
け
る
日
本
脳
炎
罹
病
者

は
七
月
三
十
日
の
初
発
以
来
九
月

十
五
日
迄
に
一
五
〇
名
を
算
え
る

に
至
り
ま
し
た
。

御
承
知
の
如
く
こ
の
病
気
は
蚊
に

よ
つ
て
媒
介
さ
れ
る
も
の
で
区
で

は
昆
虫
駆
除
班
を
編
成
し
蚊
の
撲

滅
に
全
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
こ
の
程
漸
く
そ
の
終
息
を
み

る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
官
民
防
疫
陣
の
日
夜

を
分
た
ぬ
奮
斗
の
た
ま
も
の
と
思

は
れ
今
後
種
々
悪
疫
の
流
行
に
も

皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
切
ぼ

う
い
た
し
ま
す
。


